
















課題解決に必要な事業群例（機能分化・連携に重点化）

《県全体で取り組む事業》
○大学と連携した医師確保システム（持続可能な医師派
遣のため、県と大学とのｺﾝｿｰｼｱﾑを設置）の構築

－県の役割
・●人の派遣を行うことを前提として、大学に寄附講座を設置
・地域枠の医学生に対する奨学金を設定
・指導医の研究・教育活動に対する支援
・大学から地域に派遣される医師への手当の設定等

－大学の役割
・派遣医師のキャリア形成につながる研修プログラムを開発し、
地域全体で活用すること等により、医師派遣に必要な仕組み
を地域の医療機関と連携して構築

・地域枠を設定
・地域医療の機能強化（専門的な医療等）に必要な医師を派遣
・地域の医師に対してスキルアップのための研修を実施

○その他の医師確保に向けた取組み
・医師を県職員として採用し、県が指定する地域へ派遣を実施
・県外の医学生に対する奨学金を設定

《二次医療圏で取り組む事業①》
○地域医療支援センターの設置と関係者による協議会
の開催

－地域の医療資源の役割分担（機能分化）と連携を図るため、
地域医師会に地域医療支援センターを設置し、地域における患
者動態の情報等を収集・分析・共有するとともに、地域の連携を
推進するため関係者からなる連携協議会を開催して、具体的対
策を企画・立案

○地域の中核病院の救急医療体制の強化に必要な施設・設備の
整備

○専門的医療を実施するために必要な施設・設備の整備（回復
期リハ病棟、リハビリ訓練室等）

○医療機関間の連携を図るために必要な遠隔医療機器の整備

運営に係る事業 施設・設備整備に係る事業

《二次医療圏で取り組む事業②》
○医療機関間の連携の推進
－医療機能の集約化・重点化を進めるにあたっての病床転換に

に伴う一時的な収入減に対する支援

－外来機能縮小に伴う一時的な収入減に対する支援

○勤務医等の処遇の改善
－休日夜間の救急医療を担当する医師等への支援
－勤務医等の負担軽減のために、医師事務作業補助者の採用

目標 地域医療再生計画に則って圏域内の施設間の役割を明確化し、機能分化と連携を促進するとともに、在宅医療を
提供する体制を強化するなど医療機関の強化を図る。


